
  令和７年度 小榊小校内研修概要 

 

１． 令和７年度 研究主題 

「新たな時代で輝く子どもの育成 ～これからの学校と教師の役割～」 

 

２． 主題設定の理由 

これから、少子化、高齢化、グローバル情勢の混迷、生成 AI等デジタル技術の発展など、社会や経済の先行きに対

する不確実性がこれまでになく高まっており、子どもたちは、激しい変化が止まることのない時代を生きることとなる。 

    このような新たな時代の中を生きる子どもを育成するためには、自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社会変革

を実現していく力（エージェンシー）が高める必要があると考える。エージェンシーを高めることで、激しい変化が止まる

ことのない時代であっても、輝く子どもとなることができると思われる。そして、このエージェンシーを高めるためには、「新

たな価値を創造する力」「対立やジレンマを克服する力」「責任ある行動をとる力」が必要な力だと考えられている

（OECD Learning Compass2030）。 

しかし、従来と同じような教師や学校の役割だけでは、エージェンシーを高め、新たな時代で輝く子を育成するには、

不十分だと思われる。それでは、教師はどのような役割を果たしていくとよいのだろうか。また、学校はどのような役割を

果たしていくとよいのだろうか。これらの問いに、私たちはまだ答えることができない。ここを今年度の研究で明らかにし、

自己研鑽を積むことで、新たな時代で輝く子どもの育成に寄与することができると考えたため、この研究主題を設定し

た。 

 

 

３． 研究組織 

【学年部】 

・低学年部（部長：中村 １・２年生学級担任＋和久、石田、平山、山下、橋本）  

・中学年部（部長：池田 ３・４年生学級担任＋中、峰、青井、石橋、加納、小江） 

・高学年部（部長：福原 ５・６年生学級担任＋山田、田中、木津、寺田、福田、【金子】、【永安】） 

 

  



【研究組織図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 研究計画  

日 付 概 要 詳 細 

① 5月 1日 本年度の研究の見通し 研究部から今後の校内研修についてお伝えする 

② 5月 13日 これからの教師と学校の役割とは 先生方の協議を通して、これからの教師と学校の役割を考える 

③ 6月 10日 ６年１組研究授業を受けて 授業を参観しての感想をもとに、教師の役割を探る 

④ 7月 22日 自己目標と研修計画の決定 自己が高めたい事柄を決め、研修計画を決める 

⑤ 8月 9日 自己・ペア・グループ研修① 計画に沿って、研鑽を積む 

⑥ ９月 9日 自己・ペア・グループ研修② 計画に沿って、研鑽を積む 

⑦10月 14日 自己・ペア・グループ研修③ 計画に沿って、研鑽を積む 

⑧11月 18日 自己・ペア・グループ研修④ 計画に沿って、研鑽を積む 

⑨12月 25日 自己・ペア・グループ研修⑤ 計画に沿って、研鑽を積む 

⑩ 1月 20日 研究の相互紹介と評価 本年度の研究の見通し 

⑪ 2月 10日 本年度の研究振り返り 本年度の研究の見通し 

⑫ ３月 17日 来年度の研究の方向性 本年度の研究の見通し 

※ 研修の内容及び日程は変更する場合があります。 
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